
ガ
リ
版
に
刻
ま
れ
た
未
来
：
59
年
前
の
警
鐘
、
今
も
鳴
り
響
く

年
末
の
掃
除
で
見
つ
け
た
一
枚
の
ガ
リ
版
チ
ラ
シ
。
そ
こ
に
綴
ら
れ
て
い
た
の
は
、
労
働
者
の
怒
り

と
、
国
家
へ
の
問
い
か
け
だ
っ
た
。
熊
谷
勝
蔵
が
訴
え
た
「
公
共
福
祉
を
お
か
す
者
」
と
は
誰
か
。
59

年
の
時
を
経
て
、
私
た
ち
は
そ
の
問
い
に
ど
う
答
え
る
の
か
。

建交労鉄道

建交労鉄道

２０２５年12月1６日
NO １９６号
発行責任者
須藤清成

第1９6号（P3） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年 １２月１６日第1９6（P1） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年12月16日

お
知
ら
せ

建
交
労
岩
手
県
本
部
春
闘

討
論
集
会
・
旗
開
き

旗

開
き

日
時

２
０
２
６
年

１
月
17
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～

場
所

個
室
肉
バ
ル

G
A
Y
A

盛
岡
大
通
り
店

岩
手
県
盛
岡
市
大
通

春
闘
討
論
集
会

日
時

２
０
２
３
年

１
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

会
場

ア
イ
ー
ナ

８
０
６
号
室

＊
執
行
委
員
会

９
時
か
ら
ア
イ
ー
ナ

政
府
と
東
京
電
力
は
、

足

並

み

を

そ

ろ

え

て

「

再
稼
働
あ
り

き
」
の

姿

勢
で
突
き
進

ん
で
き

ま
し
た
。
東
京
電
力
は
、

地

元
の
同
意
に

先
立
つ

6

月
、
柏
崎
刈

羽
原
発

6

号
機
に
核
燃

料
を
装

荷
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
柏
崎
刈
羽
原

発

そ
の
も
の
の

危
険
性

は

明
白
で
す
。

中
越
沖

地
震
で

は
、
想
定
を

超

え
る
地

震
の
影
響
を

受

け
、
安

全
性
が
十
分

に

確
保
さ

れ
て
い
な
い

こ

と
が
明

ら
か
に
な
り

ま

し
た
。

そ
れ
に
も
か

か

わ
ら
ず

、
８
月
の
原

子

力
関
係
閣
僚
会
議
で
は
、

原
発
周

辺
地
域
の
公

共

事
業
な

ど
へ
の
国
の

補

助
率
を

引
き
上
げ
る

特

別
措
置

法
の
対
象
区

域

を
、
従
来
の
10

キ
ロ
圏

内
か
ら
30

キ
ロ
圏
内
に

拡
大
す

る
方
針
が
示

さ

れ
ま
し
た
。
当

時
の
石

破
茂
首
相
は
、

柏
崎
刈

羽
原
発
の
再
稼

働
に
向

け
た
理
解
を
深

め
る
よ

う
、
関
係
閣
僚

と
東
京

電
力
に
全
力
で

の
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

政
府
は
、
現

実
に
は

避
難
が
困
難
で

あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず

、
８
月

に
柏
崎
刈
羽
原

発
の
避

難
計
画
を
了
承

し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
10

月
16

日
の
県
議
会
で

は
、
東

京
電
力
の
小
早

川
智
明

社
長
が
、
今
後
10

年
間

で
１
０
０
０
億

円
規
模

の
資
金
を
県
に

提
供
す

る
意
向
を
表
明

。
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
村
瀬
佳
史
長
官
も
、

１
０
０

０
億
円
超
と

さ

れ
る
避

難
道
路
な
ど

の

整
備
を

全
額
国
費
で

行

う
と
発

言
し
ま
し
た

。

高
市
早

苗
内
閣
は
、

総

合
経
済

対
策
の
中
で

柏

崎
刈
羽

原
発
の
再
稼

働

を
「
重

要
」
と
明
記

し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
京
電
力
に

よ
る
福

島
第
一
原
発

事

故
の
被

害
補
償
や
、

ふ

る
さ
と

の
生
業
（
な

り

わ
い
）

の
再
建
は
、

い

ま
だ
道

半
ば
で
す
。

福

島
を
は

じ
め
、
多
く

の

人
び
と

に
対
す
る
責

任

が
問
わ
れ
続

け
て
い
る

最
中
に
、
再

稼
働
に
踏

み
切
る
こ
と

は
到
底
許

さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
福

島
原
発
事

故
を
経
験
し

た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

金
銭
的
支

援
を
ち
ら
つ

か
せ
て
再

稼
働
を
迫
る

姿
勢
は
、

言
語
道
断
で
す
。

原
発
が
ひ
と
た
び
重
大

事
故
を
起
こ

せ
ば
、
地

域
社
会
は
破

壊
さ
れ
、

多
く
の
人
が

故
郷
を
奪

わ
れ
ま
す
。

福
島
原
発

事
故
を
決
し

て
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
が
な
す
べ
き
は
、

原
発

再
稼
働
の
押

し
付

け
で

は
な
く
、
国

民
の

安
全

と
日
本
の
未

来
の

た
め

に
「
原
発
ゼ

ロ
」

を
決
断
す
る
こ
と
で
す
。

政

府
は
、
電
力

の
安

定
供

給
や
気
候
変

動
対

策
の

た
め
に
原
発

が
必

要
だ
と
主
張
し
ま
す
が
、

２
０

２
３
年
度
に

お
け

る
電

力
供
給
に
占

め
る

原
発

の
割
合
は
わ

ず
か

8.5

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

一
方

、
再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
22.9

％
と
、
原

発
の
2.7

倍
に
達
し
て
い

ま
す

。
再
エ
ネ
に

よ
る

発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、

電
力
消
費
を

は
る
か
に

上
回
る
と
さ
れ
て
お
り
、

本
格
的
に
導

入
を
進
め

れ
ば
、
原
発

に
頼
ら
ず

と
も
化
石
燃

料
依
存
か

ら
脱
却
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
高

め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

さ
ら
に
、

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
上
の

問
題
が
発

生
し
て
い
る

東
京
電
力

が
、
原
発
を

扱
う
事
業

者
と
し
て
の

資
格
を
問

わ
れ
て
い
る

中
で
、
再

稼
働
を
進
め

る
こ
と
は

到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

食卓の安全を揺るがす食品添加物の正体

（『食べもの通信』より）

海外では禁止なのに、なぜ日本ではOK？

いま、世界では食品添加物の安全性評価が大き

く見直されつつあります。アメリカでは、合成着

色料「赤色3号」の使用が禁止されました。また、

人工甘味料などの安全性についても、研究が進み、

健康への影響が明らかになりつつあります。

一方、日本では食品添加物を多く含む「超加工

食品」の増加とともに、添加物の摂取量も増加。

統計によると、1人あたり1日12g以上（約大さじ1

杯）も摂取しているとされています。さらに、日

本では食品添加物の安全性試験体制が次々に後退

し、水際の検査体制の弱体化により、違法添加物

の流入も増加しています。

超加工食品の多食で死亡リスク上昇、各国で規制の

動き

「超加工食品」とは、一般的な加工食品よりも

加工度が高く、すぐに食べられる製品のこと。通

常、多くの食品添加物が使用されています。コー

ラ、大量生産の菓子パン、インスタント食品、保

存料を使った肉加工品など、私たちの身の回りに

あふれています。こうした超加工食品を1日4回以

上摂取すると、死亡リスクが62％上昇するという

研究結果も報告されています。

人工甘味料ソルビトールで腸内環境が悪化

最近では、人工甘味料をはじめとする食品添加

物について、従来は「安全」とされていた成分が、

健康に悪影響を及ぼす可能性があることが少しず

つ明らかになってきました。

アメリカでは赤色3号の使用禁止が話題となり、

世界的にも議論が広がっています。一方、日本で

は安全性試験体制が後退しているのが現状です。

そうした中、北里大学を中心とする研究グループ

は、広く使用されている人工甘味料「ソルビトー

ル」が、腸の免疫細胞を介して腸炎を悪化させる

仕組みを明らかにしました。

増加する食品添加物の使用量――背景にあるのは？

輸入しやすく、手軽に食べられる超加工食品は、

現代の食卓に広く浸透しています。しかしその一

方で、食品添加物の使用量の増加、安価な輸入品

の流通、そして検査体制の不備が深刻な問題とし

て指摘されています。

Ｎ
Ｏ

１
７
４

「
原
発
再
稼
働
あ
り
き
」の
暴
走
を
止
め
よ

１８４



社
員
の
努
力
に
見
合
わ

ぬ
低
額
回
答
に
対
し
、

組
合
が
再
回
答
を
強
く

要
求
〜

1.

回
答
内
容
の
概
要

会
社
は
２
０
２
５
年
冬

季
一
時
金
に
つ
い
て
、
以

下
の
通
り
回
答
し
ま
し

た
。

支
払
月
数
：
基
準
内
賃

金
の
1.74
ヶ
月
分

支
払
日
：12
月
5
日
（金
）

そ
の
他
：
支
給
額
に
は
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
を

含
む

平
均
支
給
額
は
５
１
５

７
９
６
円
で
、
対
象
社
員

数
は
５
５
３
９
人
、
平
均

年
齢
38
・
４
歳
、
平
均
勤

続
年
数
16
・
９
年
、
基
準

内
賃
金
は
２
９
６
４
３
９

円
で
す
。

会
社
側
の
説
明

会
社
は
、
２
０
２
５

年
度
上
半
期
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
、
輸
送
量
が

前
年
比
１
０
４
・
２
％
と

な
り
、
鉄
道
事
業
の
営

業
収
益
が
34
億
円
改
善

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。
一
方
で
、
物
価

上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト
増

の
影
響
に
よ
り
、
単
体

の
経
常
利
益
は
1
億
円

の
赤
字
と
な
っ
た
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ

ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
３
０
」
お
よ
び
「
中
期

経
営
計
画
２
０
２
６
」
に

基
づ
き
、
安
全
体
制
の

強
化
や
事
業
計
画
の
推

進
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
し
、
今

後
も
全
社
一
丸

と
な
っ
て
輸
送
量

の
拡
大
に
努
め

る
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

組

合
の
見
解
と

主
張組

合
は
、
今
回

の
回
答
が
社
員
の
生
活

実
態
や
物
価
高
騰
の
影

響
を
十
分
に
考
慮
し
て

い
な
い
と
強
く
抗
議
し

ま
し
た
。
特
に
、
社
員
の

努
力
が
収
益
改
善
に
寄

与
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
が
評
価

さ
れ
て
い
な
い
点
を
問

題
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
低
賃
金
構
造

が
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
や
離
職
を
招
き
、

要
員
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
現
状
に
対
し
、

会
社
の
認
識
と
対
応
が

不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
。

安
全
・
安
定
輸
送
を
支

え
る
た
め
に
も
、
人
材

確
保
と
育
成
へ
の
本
格

的
な
投
資
が
不
可
欠
で

あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

年
末
一
時
金
、

２
・
05

ヶ
月
で
一

旦
回
答
も
物
価

高
対
策
は
不
十

分
11

月
25

日
11

時
か
ら
行
わ
れ

た
年
末
一
時
金

の
団
体
交
渉
で
、

会
社
は
支
給
率

２
・
03

ヶ
月
分

を
提
示
し
、
エ

ル
ダ
ー
社
員
に

は
規
定
通
り
1/2
条
項
を

適
用
す
る
と
回
答
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
建
交

労
が
求
め
て
い
た
全
社

員
へ
の
一
律
７
万
円
の

物
価
高
騰
対
策
や
、
寒

冷
地
手
当
が
支
給
さ
れ

て
い
な
い
社
員
へ
の
一

律
５
万
円
支
給
に
は
応

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
社
側
は
、
鉄
道
運

輸
収
入
が
39
億
円
増
収

と
な
っ
た
一
方
で
、
処

遇
改
善
費
用
や
災
害
復

旧
工
事
費
な
ど
の
支
出

が
見
込
ま
れ
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
と
説
明
し
ま
し

た
。

再
回
答
も
労
組
は
再
協

議
を
寒
冷
地
手
当
未
支

給
に
不
満
の
声

同
日
17
時
か
ら
の
第

3
回
交
渉
で
は
、
労
働

組
合
の
強
い
再
考
要
請

を
受
け
、
会
社
は
０
・

02
ヶ
月
分
を
上
積
み
し
、

最
終
的
に
２
・
02
ヶ
月

分
と
再
回
答
し
ま
し
た
。

こ
の
上
積
み
分
は
一

般
社
員
の
み
で
約
４
，

０
０
０
万
円
に
相
当
し
、

寒
冷
地
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
な
い
約
１
，
０

０
０
人
の
社
員
に
1
人

３
万
円
の
支
給
も
可
能

と
指
摘
。
労
組
は
こ
れ

を
「
ゼ
ロ
か
ら
の
大
き

な
一
歩
」
と
し
つ
つ
も
、

60
歳
定
年
や
諸
手
当
の

見
直
し
が
急
務
で
あ
る

と
強
調
し
、
さ
ら
な
る

検
討
と
再
々
回
答
を
求

め
て
交
渉
を
終
え
ま
し

た
。

11
月
９
日
午
後
、
30

才
代
か
ら
80
才
代
の
メ

ン
バ
ー
６
人
で
高
松
の

池
を
周
回
し
た
。

水
鳥
と
紅
葉
を
見
な

が
ら
、
ス
ロ
ー
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
。
湖
面
で
は
、

白
鳥
が
背
中
の
羽
毛
に

顔
を
沈
め
て
お
昼

寝
タ
イ
ム
。
全
身
が
黒

い
水
鳥
と
は
初
対
面
だ
っ

た
。
撮
影
中
の
方
に
聞

く
と
、
鴨
の
種
類
で
こ

れ
か
ら
も
っ
と
多
く
飛

来
し
て
く
る
と
教
え
て

く
れ
た
。

途
中
で
毛
無
森
山
に

上
り
眼
下
に
盛
岡
の
街

並
み
、
遠
方
の
に
秋
田

駒
を
眺
め
た
。

こ
の
日
の
数
日
後
か

ら
連
日
、
高
松
地
域
に

ク
マ
が
出
没
し
た
。
天

気
・
紅
葉
・
ク
マ
、
す

べ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良

い
行
事
だ
っ
た
。

第1９６（P2） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年1２月1６日

コ
メ
値
上
が
り
は
大
阪
堂
島
発

昨
年
8
月
大
阪
堂
島
に
米
先
物
市
場
が
開
設
さ

れ
た

倉
庫
も
コ
メ
の
現
物
も
持
た
ず
に
出
来
る
先
物

取
引

コ
メ
の
先
物
の
値
段
そ
の
も
の
が
投
資
の
対
象

に
な
る

銘
柄
名
は
「
堂
島
コ
メ
平
均
」

先
物
取
引
が
開
催
さ
れ
て
以
来
コ
メ
価
格
は
高

騰全
国
平
均
で
一
年
間
に
2
倍
以
上
の
高
値
に
な
っ

た
。

先
物
取
引
は
株
の
取
引
と
同
じ
博
打
の
対
象

裏
に
い
る
の
はS

B
I

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

そ
の
社
外
取
締
役
に
竹
中
平
蔵
氏

先
物
の
取
引
を
国
が
認
め
た
の
は
岸
田
総
理
の

時
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「
低
い
壁
と
高
い

壁
が
あ
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
高
い
壁
を
上
る
。

前
例
の
な
い
と
こ
ろ

に
前
例
を
つ
く
る
こ

と
で
進
化
す
る
」
。

和
紙
デ
ザ
イ
ナ
ー
堀

木

エ

リ

子

さ

ん

の

「
挑
戦
の
ス
ス
メ
」

（
２
０
１
６
年
１
月

発
行
）
の
一
節
だ
。

メ
ジ
ャ
ー
で
の
Ｍ

Ｖ
Ｐ
。
そ
れ
は
、
大

谷
選
手
が
高
校
時
代

に
掲
げ
た
目
標
の
一

つ
だ
っ
た
。
彼
は
今

年
４
度
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ

を
受
賞
。
進
化
し
続

け
て
い
る
。

登
山
家
の
田
部
井

淳
子
さ
ん
。
生
前
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
深

夜
便
で
語
っ
て
い
た
。

「
一
歩
一
歩
登
れ
ば

必
ず
目
的
地
に
近
づ

く
」
「
や
り
た
い
こ

と
は
、
や
ろ
う
と
す

れ
ば
必
ず
で
き
る
。

や
り
た
い
け
ど
で
き

な
い
と
い
う
人
は
、

本
当
に
や
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
」
と
も
。

大
谷
選
手
は
、
や
ろ

う
と
す
る
人
な
の
だ

ろ
う
。

対
し
て
こ
の
ぼ
ん

く
ら
。
で
き
な
い
理

由
を
自
分
で
つ
く
り
、

や
り
た
い
こ
と
の
多

く
を
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
観
た
い
映
画
が

あ
っ
て
も
、
レ
ン
タ

ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
テ
レ
ビ

放
映
が
あ
る
ま
で
待
っ

て
い
た
。
だ
が
、
こ

れ
は
待
て
な
か
っ
た
。

『
て
っ
ぺ
ん
の
向
こ

う
に
あ
な
た
が
い
る
』
。

吉
永
小
百
合
さ
ん
と

佐
藤
浩
市
さ
ん
共
演

と
あ
っ
て
は
待
て
る

わ
け
が
な
い
。
さ
っ

そ
く
映
画
館
へ
と
ペ

ダ
ル
を
踏
ん
だ
。
ス

ク
リ
ー
ン
で
観
た
こ

と
、
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
小
さ
な
こ
と
だ

が
大
満
足
だ
っ
た
。

そ
の
日
は
酌
を
重

ね
た
。
堀
木
さ
ん
が

同
書
で
語
っ
て
い
た

「
で
き
な
い
理
由
な

ん
て
、
山
ほ
ど
あ
る
。

や
ら
な
い
理
由
な
ん

て
、
山
ほ
ど
あ
る
。

で
も
、
で
き
る
前
提

で
、
で
き
な
い
理
由

を
潰
し
て
い
け
ば
、

た
い
て
い
の
こ
と
は

で
き
る
よ
う
に
な
る

も
の
だ
」
を
思
い
出

し
な
が
ら
。

蛇
足
だ
が
、
ボ
ケ

防
止
目
的
に
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
散
文
を
寄
稿

し
て
き
た
。
気
づ
か

ぬ
う
ち
に
年
齢
の
数

を
超
え
た
。
田
部
井

さ
ん
い
わ
く
、
「
人

生
は
８
合
目
か
ら
が

お
も
し
ろ
い
」
そ
う

だ
。
こ
の
ぼ
ん
く
ら

は
７
合
目
ま
で
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
が
、

あ
と
10
年
先
の
て
っ

ぺ
ん
の
向
こ
う
を
見

る
の
も
楽
し
み
だ
。

純
米
酒
も
８
合
目

か
ら
が
お
も
し
ろ
い

の
か
な
。

細
川
忠
雄

12

て
ぺ
ん
の
向
こ
う

【原発再稼働ありき】でいいのか

― 福島の教訓を胸に、原発ゼロの未来を選ぼう ―

政府と東京電力は、地元の声を置き去りにして、柏崎刈羽原発の再稼働に突き進んでい

ます。今年６月には、地元の同意もないまま６号機に核燃料を装荷。８月には避難計画が

了承され、10月には東電社長が「10年間で1,000億円支援」と表明。国も避難道路整備に1,

000億円超を投じるとしました。まるでお金で地元の理解を買おうとしているかのようで

す。しかし、柏崎刈羽原発は中越沖地震で想定を超える被害を受けた場所。安全性が十分

とは言えません。福島第一原発事故の被害は、今も癒えていません。ふるさとを奪われた

人々の苦しみ、生活再建の困難、そして東電の責任は、まだ終わっていないのです。

それでも再稼働を急ぐのは、あまりにも無責任ではないでしょうか。

原発がなくても、私たちはやっていけます。2023年度、原発の発電割合はわずか8.5％。

再生可能エネルギーはその2.7倍の22.9％です。再エネを本気で増やせば、原発にも、化

石燃料にも頼らない未来が見えてきます。

命と暮らしを守るために、今こそ「原発ゼロ」の決断を。
ふるさとを守るために。 子どもたちの未来のために。 そして、福島を忘れないために。

福島の教訓、忘れていませんか？

柏崎刈羽原発は 地震で想定を超える被害を受けた場所。 それでも再稼働？ 本当に安全ですか？

里

山

高
松
の
池
＆
毛
無
森
山

北
海
道

年
末
一
時
金
交
渉

竹
田
吉
宏

白鳥のお昼寝


